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二
〇
一
九
年
度 

春
季
公
開
講
演
会
講
演
録

普
賢
行
と
は
何
か
─
親
鸞
と
『
華
厳
経
』
─

大
谷
大
学
教
授　

織　

田　

顕　

祐

は 

じ 

め 

に

　

こ
ん
に
ち
は
。
大
谷
大
学
の
織
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

親
鸞
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
二
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
教
え
は
大
乗
仏
教
の
と
て
も
大
き
な
深
い
背
景
か
ら
立
ち
あ
が
っ
て
く
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
背
景
を
『
華け
ご
ん
ぎ
ょ
う

厳
経
』
と
い
う
経
典
か
ら
解
き
明
か
し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。『
華
厳
経
』
は
、
決
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
よ
く
知
ら
れ
た
経
典
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
親
鸞
だ
け
で
は
な
く
て
、

大
乗
仏
教
の
非
常
に
大
き
な
深
い
基
礎
に
な
っ
て
い
る
経
典
な
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
学
長
が
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
、
華
厳
教
学
と
い
う
も
の
を
三
十
年
以
上
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
華

厳
教
学
は
、『
華
厳
経
』
を
も
と
に
し
て
中
国
で
成
り
立
っ
た
仏
教
哲
学
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
『
華
厳
経
』
と
華
厳
教
学
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の
関
係
を
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
ど
う
も
中
国
の
先
輩
た
ち
が
構
築
さ
れ
た
華
厳
教
学
と
い
う
の
は
、『
華
厳
経
』
そ
の

も
の
が
表
わ
そ
う
と
す
る
こ
と
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
改
め
て
『
華
厳
経
』

を
き
ち
ん
と
学
ん
で
み
た
く
な
り
、
こ
こ
数
年
来
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
へ
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
『
華
厳
経
』
の
正
式
な
名
前
は
『
大だ
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ

方
広
仏
華
厳
経
』
で
あ
り
ま
す
。
解
説
書
な
ど
に
は
「
大
方
広
仏
」
で
切
っ
て
「
華
厳
経
」
と
書

い
て
あ
る
本
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
経
典
の
ほ
う
か
ら
い
う
と
間
違
い
で
、「
大
方
広
」
で
切
っ
て
「
仏
華
厳
経
」
と
い
う
ふ
う
に

読
ま
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

　
「
仏
華
厳
」
と
い
う
言
葉
は
「
ブ
ッ
ダ
ー
ヴ
ァ
タ
ン
サ
カ
」
と
い
う
イ
ン
ド
の
言
葉
の
翻
訳
で
す
が
、「
蓮
華
の
上
に
座
っ
た
仏
」、
つ

ま
り
釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

を
中
心
に
し
て
、
同
じ
よ
う
に
蓮
華
に
座
る
仏
が
十
方
無
尽
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
す
。

こ
の
概
念
は
こ
の
経
の
最
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
が
そ
れ
以
前
の
部
分
的
な
経
典
か
ら
集
大
成

さ
れ
て
い
く
過
程
で
で
き
あ
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
資
料
（
新
旧
両
訳
対
照
表
）
は
、『
華
厳
経
』
と
い
う
非
常
に
複
雑
で
難
解
な
経
典
の
構
成
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

三
段
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
上
段
が
旧
訳
（
六
十
巻
）、
下
段
が
新
訳
（
八
十
巻
）、
中
段
は
『
華
厳
経
』
に
集
大
成
さ
れ
る
以
前
の

部
分
的
な
経
典
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
『
華
厳
経
』
に
は
、
漢
訳
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
め
が
、
五
世
紀
の
初
め
頃
、
東
晋
と
い
う
時
代
に
仏ぶ
っ

駄だ

跋ば
っ

陀だ

羅ら

（
三
五
九
〜
四
二
九
）
と
い
う
人
が
翻
訳
し
た
『
大
方
広
仏
華
厳

経
』
で
す
。
こ
れ
は
六
十
巻
あ
り
ま
す
。「
新
旧
両
訳
対
照
表
」
の
右
上
に
「
六
十
華
厳
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
六
十
巻

『
華
厳
経
』
で
、
五
世
紀
の
初
め
に
翻
訳
さ
れ
た
古
い
『
華
厳
経
』
な
の
で
、
旧く

訳や
く

と
呼
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
め
が
、
実じ
っ

叉し
ゃ

難な
ん

陀だ

（
六
五
二
〜
七
一
〇
）
が
訳
し
た
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』、
八
十
巻
『
華
厳
経
』
で
す
。
こ
れ
は
七
世
紀
の
終
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わ
り
頃
、
中
国
で
は
則
天
武
后
（
六
二
四
〜
七
〇
五
）
と
い
う
女
帝
の
時
代
で
す
が
、
そ
の
頃
に
新
し
く
八
十
巻
の
『
華
厳
経
』
が
翻
訳

さ
れ
ま
し
た
。「
新
旧
両
訳
対
照
表
」
の
右
下
の
「
八
十
華
厳
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
こ
の
経
典
の
組
織
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
般は
ん
に
ゃ若

（
七
三
四
〜
八
〇
六
？
）
が
訳
し
た
、「
入に
ゅ
う
ほ
っ
か
い
ぼ
ん

法
界
品
」
の
み
の
四
十
巻
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
で
す
。
こ
れ
は

「
六
十
華
厳
」「
八
十
華
厳
」
の
最
後
の
「
入
法
界
品
」
だ
け
を
別
に
取
り
出
し
て
新
し
く
翻
訳
し
直
し
た
も
の
で
、「
四
十
華
厳
」
と
呼

ん
だ
り
し
ま
す
。
こ
の
「
四
十
華
厳
」
も
そ
れ
以
前
の
新
旧
両
訳
と
較
べ
る
と
、
色
々
と
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
複
雑
に
な
り
す
ぎ
る

の
で
今
日
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
国
の
仏
教
学
者
た
ち
は
、
ま
ず
古
い
『
華
厳
経
』
で
あ
る
「
六
十
華
厳
」
か
ら
勉
強
し
始
め
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
奈
良
時
代
に

は
日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国
の
法
蔵
（
六
四
四
〜
七
一
二
）
と
い
う
人
の
六
十
巻
『
華
厳
経
』
の
研
究
成
果
を
も
と
に
『
華
厳

経
』
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
、
奈
良
時
代
か
ら
伝
統
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
の
法
蔵
の
次
の
時
代
の
人
で
あ
る
澄ち
ょ
う
か
ん観

（
七
三
八
〜
八
三

九
）
が
、
八
十
巻
『
華
厳
経
』
を
研
究
し
、
そ
の
解
釈
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
弘
法
大
師
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
の
頃
で
す
。
平
安
時
代

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
で
は
六
十
巻
『
華
厳
経
』
の
研
究
が
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
八
十
巻
『
華
厳
経
』
の

研
究
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
、
東
ア
ジ
ア
を
あ
ち
こ
ち
見
て
み
ま
す
と
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
は
早
く
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
古
い
『
華
厳
経
』

が
中
心
な
の
で
す
が
、
台
湾
と
か
中
国
の
南
の
ほ
う
と
か
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
う
で
は
、
古
い
『
華
厳
経
』
は
ほ
と
ん
ど
学
ば
れ
て
い
な
い

の
で
す
。
八
十
巻
『
華
厳
経
』
ば
か
り
で
す
。
で
す
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
で
『
華
厳
経
』
と
い
う
も
の
が
一
つ
の
文
化
を
作

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
日
本
・
朝
鮮
半
島
と
中
国
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
周
辺
の
『
華
厳
経
』
の
受
け
止
め
方
に
は
少
し
違
い
が
あ
る

の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
や
っ
と
最
近
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
う
少
し
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
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⑴
世
間
浄
眼
品

⑵
盧
舎
那
仏
品

⑶
如
来
名
号
品

⑷
四
諦
品

⑸
如
来
光
明
覚
品

⑹
菩
薩
明
難
品

⑺
浄
行
品

⑻
賢
首
菩
薩
品

⑼
仏
昇
須
弥
頂
品

⑽
妙
勝
殿
上
説
偈
品

⑾
菩
薩
十
住
品

⑿
梵
行
品

⒀
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒁
明
法
品

⒂
仏
昇
夜
摩
天
宮
品

⒃
夜
摩
天
宮
説
偈
品

⒄
十
行
品

⒅
十
無
尽
蔵
品

⒆
昇
兜
率
天
宮
宝
殿
品

⒇
兜
率
天
宮
讃
仏
品        

21
十
迴
向
品

22
十
地
品

23
十
明
品 

24
十
忍
品

25
心
王
菩
薩
阿
僧
祇
品

26
寿
命
品

27
菩
薩
住
処
品

28
仏
不
思
議
法
品

29
如
来
相
海
品

30
仏
小
相
光
明
功
徳
品

31
普
賢
菩
薩
行
品

32
宝
王
如
来
性
起
品

33
離
世
間
品

34
入
法
界
品

⑴
世
間
浄
眼
品

⑵
盧
舎
那
仏
品

⑶
如
来
名
号
品

⑷
四
諦
品

⑸
如
来
光
明
覚
品

⑹
菩
薩
明
難
品

⑺
浄
行
品

⑻
賢
首
菩
薩
品

⑼
仏
昇
須
弥
頂
品

⑽
妙
勝
殿
上
説
偈
品

⑾
菩
薩
十
住
品

⑿
梵
行
品

⒀
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒁
明
法
品

⒂
仏
昇
夜
摩
天
宮
品

⒃
夜
摩
天
宮
説
偈
品

⒄
十
行
品

⒅
十
無
尽
蔵
品

⒆
昇
兜
率
天
宮
宝
殿
品

⒇
兜
率
天
宮
讃
仏
品        

21
十
迴
向
品

22
十
地
品

23
十
明
品 

24
十
忍
品

25
心
王
菩
薩
阿
僧
祇
品

26
寿
命
品

27
菩
薩
住
処
品

28
仏
不
思
議
法
品

29
如
来
相
海
品

30
仏
小
相
光
明
功
徳
品

31
普
賢
菩
薩
行
品

32
宝
王
如
来
性
起
品

33
離
世
間
品

34
入
法
界
品

⑴
寂
滅
道
場
会

⑵
普
光
法
堂
会

⑶
忉
利
天
宮
会

⑷
夜
摩
天
宮
会

⑸
兜
率
天
宮
会

⑹
他
化
天
宮
会

⑺
重
会
普
光
法
堂
会

⑻
逝
多
園
林
会 

兜
沙
経

菩
薩
本
業
経

諸
菩
薩
求
仏
本
業
経

菩
薩
十
住
行
道
品

菩
薩
十
住
経

漸
備
一
切
智
徳
経

十
住
経

十
地
経

等
目
菩
薩
所
問
三
昧
経

顕
無
辺
仏
土
功
徳
経

較
量
一
切
仏
刹
功
徳
経

如
来
興
顕
経

度
世
品
経

羅
摩
伽
経

入
法
界
品

四
十
華
厳

兜
沙
経

菩
薩
本
業
経

諸
菩
薩
求
仏
本
業
経

菩
薩
十
住
行
道
品

菩
薩
十
住
経

漸
備
一
切
智
徳
経

十
住
経

十
地
経

等
目
菩
薩
所
問
三
昧
経

顕
無
辺
仏
土
功
徳
経

較
量
一
切
仏
刹
功
徳
経

如
来
興
顕
経

度
世
品
経

羅
摩
伽
経

入
法
界
品

四
十
華
厳

⑴
世
主
妙
厳
品

⑵
如
来
現
相
品

⑶
普
賢
三
昧
品

⑷
世
界
成
就
品

⑸
華
蔵
世
界
品

⑹
毘
盧
遮
那
仏
品

⑺
如
来
名
号
品

⑻
四
聖
諦
品

⑼
光
明
覚
品

⑽
菩
薩
問
明
品

⑾
浄
行
品

⑿
賢
首
品

⒀
昇
須
弥
山
頂
品

⒁
須
弥
頂
上
偈
讃
品

⒂
十
住
品

⒃
梵
行
品

⒄
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒅
明
法
品

⒆
昇
夜
摩
天
宮
品

⒇
夜
摩
宮
中
偈
讃
品

21
十
行
品

22
十
無
尽
蔵
品

23
昇
兜
率
天
宮
品

24
兜
率
宮
中
偈
讃
品

25
十
迴
向
品

26
十
地
品

     27
十
定
品

28
十
通
品

29
十
忍
品

30
阿
僧
祇
品

31
寿
量
品

32
諸
菩
薩
住
処
品

33
仏
不
思
議
法
品

34
如
来
十
身
相
海
品

35
如
来
随
好
光
明
功
徳
品

36
普
賢
行
品

37
如
来
出
現
品

38
離
世
間
品

   39
入
法
界
品

⑴
寂
滅
道
場
会

⑵
普
光
明
殿
会

⑶
忉
利
天
宮
会

⑷
夜
摩
天
宮
会

⑸
兜
率
天
宮
会

⑹
他
化
天
宮
会

⑺
重
会
普
光
明
殿
会

⑻
三
重
会
普
光
明
殿
会

⑼
逝
多
園
林
会

八
十
華
厳

異
訳
単
経

六
十
華
厳

新
旧
両
訳
対
照
表
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⑴
世
間
浄
眼
品

⑵
盧
舎
那
仏
品

⑶
如
来
名
号
品

⑷
四
諦
品

⑸
如
来
光
明
覚
品

⑹
菩
薩
明
難
品

⑺
浄
行
品

⑻
賢
首
菩
薩
品

⑼
仏
昇
須
弥
頂
品

⑽
妙
勝
殿
上
説
偈
品

⑾
菩
薩
十
住
品

⑿
梵
行
品

⒀
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒁
明
法
品

⒂
仏
昇
夜
摩
天
宮
品

⒃
夜
摩
天
宮
説
偈
品

⒄
十
行
品

⒅
十
無
尽
蔵
品

⒆
昇
兜
率
天
宮
宝
殿
品

⒇
兜
率
天
宮
讃
仏
品        

21
十
迴
向
品

22
十
地
品

23
十
明
品 

24
十
忍
品

25
心
王
菩
薩
阿
僧
祇
品

26
寿
命
品

27
菩
薩
住
処
品

28
仏
不
思
議
法
品

29
如
来
相
海
品

30
仏
小
相
光
明
功
徳
品

31
普
賢
菩
薩
行
品

32
宝
王
如
来
性
起
品

33
離
世
間
品

34
入
法
界
品

⑴
世
間
浄
眼
品

⑵
盧
舎
那
仏
品

⑶
如
来
名
号
品

⑷
四
諦
品

⑸
如
来
光
明
覚
品

⑹
菩
薩
明
難
品

⑺
浄
行
品

⑻
賢
首
菩
薩
品

⑼
仏
昇
須
弥
頂
品

⑽
妙
勝
殿
上
説
偈
品

⑾
菩
薩
十
住
品

⑿
梵
行
品

⒀
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒁
明
法
品

⒂
仏
昇
夜
摩
天
宮
品

⒃
夜
摩
天
宮
説
偈
品

⒄
十
行
品

⒅
十
無
尽
蔵
品

⒆
昇
兜
率
天
宮
宝
殿
品

⒇
兜
率
天
宮
讃
仏
品        

21
十
迴
向
品

22
十
地
品

23
十
明
品 

24
十
忍
品

25
心
王
菩
薩
阿
僧
祇
品

26
寿
命
品

27
菩
薩
住
処
品

28
仏
不
思
議
法
品

29
如
来
相
海
品

30
仏
小
相
光
明
功
徳
品

31
普
賢
菩
薩
行
品

32
宝
王
如
来
性
起
品

33
離
世
間
品

34
入
法
界
品

⑴
寂
滅
道
場
会

⑵
普
光
法
堂
会

⑶
忉
利
天
宮
会

⑷
夜
摩
天
宮
会

⑸
兜
率
天
宮
会

⑹
他
化
天
宮
会

⑺
重
会
普
光
法
堂
会

⑻
逝
多
園
林
会 

兜
沙
経

菩
薩
本
業
経

諸
菩
薩
求
仏
本
業
経

菩
薩
十
住
行
道
品

菩
薩
十
住
経

漸
備
一
切
智
徳
経

十
住
経

十
地
経

等
目
菩
薩
所
問
三
昧
経

顕
無
辺
仏
土
功
徳
経

較
量
一
切
仏
刹
功
徳
経

如
来
興
顕
経

度
世
品
経

羅
摩
伽
経

入
法
界
品

四
十
華
厳

兜
沙
経

菩
薩
本
業
経

諸
菩
薩
求
仏
本
業
経

菩
薩
十
住
行
道
品

菩
薩
十
住
経

漸
備
一
切
智
徳
経

十
住
経

十
地
経

等
目
菩
薩
所
問
三
昧
経

顕
無
辺
仏
土
功
徳
経

較
量
一
切
仏
刹
功
徳
経

如
来
興
顕
経

度
世
品
経

羅
摩
伽
経

入
法
界
品

四
十
華
厳

⑴
世
主
妙
厳
品

⑵
如
来
現
相
品

⑶
普
賢
三
昧
品

⑷
世
界
成
就
品

⑸
華
蔵
世
界
品

⑹
毘
盧
遮
那
仏
品

⑺
如
来
名
号
品

⑻
四
聖
諦
品

⑼
光
明
覚
品

⑽
菩
薩
問
明
品

⑾
浄
行
品

⑿
賢
首
品

⒀
昇
須
弥
山
頂
品

⒁
須
弥
頂
上
偈
讃
品

⒂
十
住
品

⒃
梵
行
品

⒄
初
発
心
菩
薩
功
徳
品

⒅
明
法
品

⒆
昇
夜
摩
天
宮
品

⒇
夜
摩
宮
中
偈
讃
品

21
十
行
品

22
十
無
尽
蔵
品

23
昇
兜
率
天
宮
品

24
兜
率
宮
中
偈
讃
品

25
十
迴
向
品

26
十
地
品

     27
十
定
品

28
十
通
品

29
十
忍
品

30
阿
僧
祇
品

31
寿
量
品

32
諸
菩
薩
住
処
品

33
仏
不
思
議
法
品

34
如
来
十
身
相
海
品

35
如
来
随
好
光
明
功
徳
品

36
普
賢
行
品

37
如
来
出
現
品

38
離
世
間
品

   39
入
法
界
品

⑴
寂
滅
道
場
会

⑵
普
光
明
殿
会

⑶
忉
利
天
宮
会

⑷
夜
摩
天
宮
会

⑸
兜
率
天
宮
会

⑹
他
化
天
宮
会

⑺
重
会
普
光
明
殿
会

⑻
三
重
会
普
光
明
殿
会

⑼
逝
多
園
林
会

八
十
華
厳

異
訳
単
経

六
十
華
厳

新
旧
両
訳
対
照
表
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今
日
は
こ
う
し
た
三
本
の
違
い
で
は
な
く
て
、『
華
厳
経
』
そ
の
も
の
が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
た
経
典
な
の
か
、
と

い
う
点
に
絞
っ
て
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。『
華
厳
経
』
は
大
乗
経
典
と
い
う
部
類
に
入
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
い
っ
た

い
何
を
テ
ー
マ
に
し
た
経
典
な
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
親
鸞
と
ど
う
繫
が
っ
て
い
る
の
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
複
雑
な
構
成
な
の
か
。
そ
の
や
や
こ
し
い
仕
組
み
の
中
で
何
を
明
ら
か
に
し
た

い
の
か
。
こ
の
点
を
面
倒
で
も
き
ち
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
『
華
厳
経
』
の
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
教
え
が
説
か
れ
る
場
所
に
つ
い
て
で
す
。『
華
厳
経
』
は
釈
尊
が
成じ
ょ
う
ど
う道を
し
た
そ
の
場
所

（
菩
提
道
場
・
金
剛
法
座
）
に
お
い
て
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
今
、
釈
迦
牟
尼
が
菩
提
樹
の
下
で
覚
り
を
開
き
ま
し
た
と
い
う
、

そ
こ
が
教
え
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
変
で
す
ね
。
説
法
以
前
で
す
か
ら
、
ま
だ
仏
弟
子
も
お
ら
れ
な
い
の

で
す
。
釈
尊
は
覚
り
を
開
い
た
あ
と
、
説
法
（
初し
ょ
て
ん
ぼ
う
り
ん

転
法
輪
）
す
る
か
ど
う
か
躊
躇
な
さ
っ
て
、
梵
天
に
背
中
を
押
さ
れ
て
（
梵ぼ
ん

天て
ん

勧か
ん
じ
ょ
う

請
）、

サ
ル
ナ
ー
ト
で
初
転
法
輪
を
な
さ
り
、
そ
の
時
か
ら
仏
弟
子
に
教
え
が
開
か
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、『
華
厳
経
』
で
は
一
つ
手
前
の
、

今
、
覚
り
を
開
い
た
と
い
う
場
所
が
経
典
の
説
か
れ
る
場
所
（
会え

処し
ょ

）
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、『
華
厳
経
』
で
は
釈
迦
牟
尼
仏
は
一
切
説
法
な
さ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
座
っ
て
、
光
を
放
っ
た
り
、
上
に
行
っ
た
り
、
横
に

行
っ
た
り
と
場
所
が
移
動
す
る
だ
け
で
す
。
そ
し
て
、
説
法
以
前
で
す
か
ら
、
教
え
を
聞
く
仏
弟
子
も
ま
だ
お
り
ま
せ
ん
。
説
法
は
し

な
い
、
仏
弟
子
は
い
な
い
で
ど
う
や
っ
て
教
え
が
説
か
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
釈
迦
牟
尼
が
放
っ
た
光

が
菩
薩
に
当
た
り
、
そ
の
菩
薩
が
仲
間
の
菩
薩
た
ち
と
共
に
喜
ん
で
仏
の
徳
を
歌
い
始
め
る
と
い
っ
た
か
た
ち
で
経
典
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
華
厳
経
』
を
理
解
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
点
は
、
説
法
す
る
前
の
覚
り
の
場
所
で
経
典
が
開
か
れ
て
い
る
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と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
仏
弟
子
が
ま
だ
登
場
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
だ
け
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
で
こ
の

こ
と
は
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

『
華
厳
経
』
の
構
成

　
『
華
厳
経
』
は
非
常
に
複
雑
な
構
成
を
も
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
「
新
旧
両
訳
対
照
表
」
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。「
六
十
華
厳
」

と
「
八
十
華
厳
」
と
は
同
じ
経
典
な
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
あ
り
ま
す
。
中
段
に
書
い
て
あ
り
ま
す
「
異い

訳や
く

単た
ん
き
ょ
う経
」
は
、

『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
に
ま
と
ま
る
以
前
に
、『
華
厳
経
』
の
一
部
と
な
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
と
こ
ろ
で
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
う
い
う
も
の
が
今
で
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
、
あ
る
時
あ
る
と
こ
ろ
で
大
き
な
視
点
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ

て
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
が
で
き
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す

も
の
が
こ
の
表
で
す
。

　
『
華
厳
経
』
の
構
成
と
し
ま
し
て
、「
六
十
華
厳
」
は
「
七し
ち

処し
ょ

八は
ち

会え

」、「
八
十
華
厳
」
は
「
七し
ち

処し
ょ

九く

会え

」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
六
十
華

厳
」
で
は
、
仏
世
尊
が
七
つ
の
場
所
を
八
回
に
わ
た
っ
て
移
動
さ
れ
る
。「
八
十
華
厳
」
で
は
、
七
つ
の
場
所
を
九
回
に
わ
た
っ
て
移
動

さ
れ
る
と
い
う
立
体
的
な
構
成
を
も
つ
も
の
が
、
こ
の
『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
ど
う
も
『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
の
成
り
立
ち
と

繫
が
り
が
あ
る
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
表
を
見
て
み
ま
す
と
、
古
い
経
典
（
異
訳
単
経
）
が
あ
る
と
こ
ろ
と

な
い
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
な
い
と
こ
ろ
は
、
お
そ
ら
く
成
立
が
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
、
あ
る
と
こ
ろ
は
『
華
厳
経
』
以
前
か
ら
そ

う
し
た
一
つ
の
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
き
て
新
し
い
も
の
が
そ
れ
を
補
う
よ
う
な
か
た
ち
で
『
華
厳
経
』
と
い
う
途
方

も
な
い
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
な
推
察
が
だ
い
た
い
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
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す
。

　

今
日
は
繁
を
さ
け
る
た
め
、「
七
処
八
会
」
に
限
定
し
て
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
仏
世
尊
は
次
の
よ
う
に
座
所
を
か
え
な
が
ら
経

典
が
進
行
し
ま
す
。

　

①
寂じ
ゃ
く
め
つ
ど
う
じ
ょ
う
え

滅
道
場
会

　

②
（
第
一
）
普ふ

光こ
う

法ほ
う

堂ど
う

会え

　

③
忉と
う

利り

天て
ん

宮ぐ
う

会え

　

④
夜や

摩ま

天
宮
会

　

⑤
兜と

率そ
つ

天
宮
会

　

⑥
他た

化け

天
宮
会

　

⑦
（
第
二
）
普
光
法
堂
会

　
　

 

（
第
三
普
光
法
堂
会
）

　

⑧
逝ぜ
い

多た

園お
ん

林り
ん

会え

①
〜
⑦
は
マ
ガ
ダ
国
の
菩
提
樹
の
下
、
寂
滅
道
場
で
す
。
マ
ガ
ダ
国
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
南
の
ほ
う
に
あ
り
ま
す
。

マ
ガ
ダ
国
の
中
に
、
釈
迦
牟
尼
が
覚
り
を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
①
〜
⑦
は
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
で
の
話
で

す
。
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
中
の
「
寂
滅
道
場
」
で
あ
っ
た
り
、「
普
光
法
堂
」
と
い
う
と
こ
ろ
へ
移
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
③
〜
⑥
は
天

上
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ず
ん
ず
ん
天
上
へ
昇
っ
て
行
っ
た
と
思
う
と
急
に
戻
っ
て
き
た
り
と
、
あ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
、
こ
っ
ち
へ
行
っ

た
り
し
て
釈
迦
牟
尼
仏
は
忙
し
い
の
で
す
。

　

⑧
は
祇
園
精
舎
が
会
処
で
す
。「
逝
多
林
」
と
い
う
の
は
祇
園
精
舎
の
こ
と
で
す
。「
入
法
界
品
」
は
、
こ
の
祇
園
精
舎
で
説
か
れ
て
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い
ま
す
。
祇
園
精
舎
と
い
う
の
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
北
の
ほ
う
の
コ
ー
サ
ラ
国
の
都
の
舎
衛
城
の
近
く
で
す
か
ら
、
マ
ガ
ダ
国
と
は
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
①
〜
⑦
は
マ
ガ
ダ
国
の
話
、
⑧
か
ら
急
に
祇
園
精
舎
の
話
、
こ
ん
な
ふ
う
に
会
処
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
動
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
点
を
読
み
解
い
て
い
く
の
が
『
華
厳
経
』
を
読
ん
で
い
く
た
め
の
一
つ
の
大
事
な
視
点
に
な
る
の
で
す
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
ふ
う
に
世
尊
は
場
所
を
移
動
さ
れ
る
の
か
。
上
へ
行
っ
た
り
、
横
へ
行
っ
た
り
、
急
に
祇
園
精
舎
に
行
っ
て
し
ま
わ
れ
る
の
は

い
っ
た
い
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
こ
と
を
読
み
解
い
て
い
く
の
が
、『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
の
真
髄
を
理
解
し
て
い
く
た
め

の
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

六
十
巻
、
八
十
巻
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
だ
普
通
に
コ
ツ
コ
ツ
読
ん
で
い
て
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
普
通
に
読
ん
で
い

る
と
、
こ
ち
ら
の
頭
が
分
解
す
る
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
世
尊
が
パ
ー
ッ
と
光
を
放
つ
と
、
そ
の
光
の
先
に
菩
薩
が
あ
ら
わ
れ
て
、
そ

の
菩
薩
が
ま
た
パ
ー
ッ
と
光
を
放
つ
と
、
そ
の
光
の
先
に
ま
た
菩
薩
が
あ
ら
わ
れ
て
…
と
、「
ど
こ
ま
で
行
く
ん
だ
！
」
と
い
う
ぐ
ら

い
あ
り
ま
す
の
で
、
た
だ
順
番
に
読
ん
で
い
て
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
仕
組
み
と
い
う
か
構
造
を
考

え
て
、
い
っ
た
い
な
ぜ
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
く
と
、
こ
の
や
や
こ
し
い
『
華
厳
経
』
と
い
う
経

典
を
理
解
し
て
い
く
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
わ
け
で
す
。

『
華
厳
経
』
に
お
け
る
文
殊
師
利
と
普
賢
菩
薩

　

そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
見
え
て
き
ま
し
た
の
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
補
佐
を
す
る
役
割
を
担
う
菩
薩
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ

ど
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
世
尊
は
説
法
し
ま
せ
ん
の
で
、
世
尊
の
代
わ
り
を
す
る
菩
薩
が
た
く
さ
ん
登
場
し
て
き
ま
す
。
そ
の
中

の
代
表
的
な
菩
薩
が
、
文も
ん

殊じ
ゅ

師し

利り

と
そ
れ
か
ら
今
日
お
話
を
す
る
普ふ

賢げ
ん

菩
薩
で
す
。
こ
の
二
人
の
菩
薩
は
、
こ
の
経
典
に
お
い
て
釈
迦
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牟
尼
仏
を
補
佐
す
る
よ
う
な
役
目
を
も
っ
た
菩
薩
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
無
数
の
菩
薩
が
出
て

き
ま
す
が
、
ほ
か
の
経
典
と
の
関
係
か
ら
見
て
も
、
文
殊
師
利
と
普
賢
菩
薩
は
特
に
重
要
な
菩
薩
で
、
普
賢
菩
薩
は
ほ
と
ん
ど
『
華
厳

経
』
に
し
か
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。
文
殊
師
利
は
ほ
か
の
経
典
に
も
頻
繁
に
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
普
賢
菩
薩
は
ほ
か
の
経
典
に
は

ほ
と
ん
ど
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
『
華
厳
経
』
の
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
菩
薩
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
『
華
厳
経
』
よ
り
古
い
経
典
に
も
、
普
賢
菩
薩
の
こ
と
を
説
く
経
典
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
文
殊
師
利
と
普
賢
菩
薩
は
い
っ

た
い
ど
う
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
こ
れ
も
『
華
厳
経
』
を
理
解
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
「
七
処
八
会
」
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
立
体
的
な
仕
組
み
と
、
こ
こ
に
文
殊
師
利
・
普
賢
菩
薩
が

ど
ん
な
ふ
う
に
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
て
み
た
の
で
す
。
ず
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
で
漠
然
と
読
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
あ
る
時
に
気
が
つ
い
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
寂
滅
道
場
会
と
い
う
の
は
釈
迦
牟
尼
が
今
、
覚
り
を
開
い
た
場
所
で
す
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
仏
弟
子
も
お
り
ま
せ
ん
し
、

釈
迦
牟
尼
も
説
法
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
い
る
の
は
菩
薩
た
ち
だ
け
で
す
。
そ
の
菩
薩
た
ち
の
筆
頭
が
普
賢
菩
薩
と
い
う
菩
薩
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
釈
迦
牟
尼
の
周
り
に
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
心
の
中
に
い
る
菩
薩
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
心
の
中
に
い
る
菩
薩
の
筆
頭
が
普
賢
菩
薩
と
い
う
名
前
な
の
で
す
。
普
賢
菩
薩
の
ほ
か
に
普
○
菩
薩
と
い
う
人
が
十
人

一
緒
に
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
初
に
出
て
く
る
の
が
普
賢
菩
薩
で
す
。
そ
の
普
賢
菩
薩
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
心
の
中
で
説
か
れ
て
い

る
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

そ
こ
で
何
が
説
か
れ
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
外
か
ら
見
る
と
釈
迦
牟
尼
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
釈
迦
牟
尼
の
心
の
中
は
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

と

蓮れ
ん

華げ

蔵ぞ
う

世せ

界か
い

と
い
う
世
界
な
の
で
あ
る
と
、
普
賢
菩
薩
が
明
ら
か
に
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
寂
滅
道
場
会
に
お
け
る
普
賢
菩
薩
の
役
割

と
言
い
ま
す
か
、
最
初
に
こ
ん
な
ふ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
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け
れ
ど
も
、
こ
の
寂
滅
道
場
会
に
は
全
く
異
訳
単
経
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
と
で
こ
う
い
う
考
え
に
よ
っ
て
こ
の
『
華
厳
経
』
を

ま
と
め
た
の
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
う
の
で
す
。
最
初
か
ら
こ
う
い
う
考
え
が
あ
っ
た
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
あ
と
で
こ
う

い
う
考
え
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
を
こ
の
視
点
か
ら
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
が
『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
な
の
だ
な
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
こ
の
寂
滅
道
場
会
が
終
わ
り
ま
す
と
、
今
度
は
普
光
法
堂
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
始
ま
る
の
で
す
が
、
こ
こ
は
、
今
度
は
釈
迦

牟
尼
の
外
側
に
な
る
の
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
釈
迦
牟
尼
が
覚
り
を
開
く
、
そ
う
す
る
と
そ
こ
へ
釈
迦
牟
尼
の
覚

り
を
ほ
め
る
た
め
に
十
方
世
界
か
ら
菩
薩
た
ち
が
や
っ
て
く
る
の
で
す
。
十
方
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
菩
薩
が
や
っ
て
き
て
、
自
分

で
蓮
華
の
座
を
作
っ
て
集
う
の
で
す
。
十
方
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
釈
迦
牟
尼
の
内
景
と
い
う
よ
り
は
外
側
な

の
で
す
。
そ
れ
が
普
光
法
堂
会
と
い
う
か
た
ち
で
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
の
普
光
法
堂
会
を
開
く
の
は
文
殊
菩
薩
（
文
殊
師
利
）
で
す
。
こ
の
文
殊
師
利
は
東と
う
ぼ
う方

世
界
か
ら
こ
の
娑
婆
世
界
に
、
釈
迦
牟
尼

の
覚
り
を
ほ
め
た
た
え
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
の
で
す
。「
新
旧
両
訳
対
照
表
」
の
「
六
十
華
厳
⑵
普
光
法
堂
会
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

「
⑶
如に
ょ
ら
い
み
ょ
う
ご
う
ほ
ん

来
名
号
品
」
か
ら
「
⑻
賢げ
ん

首じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

品ぼ
ん

」
ま
で
あ
り
ま
す
。
文
殊
師
利
が
そ
れ
ぞ
れ
の
品
の
菩
薩
と
対
話
し
な
が
ら
、
教
え
が
説

か
れ
て
い
き
ま
す
。
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
の
は
文
殊
師
利
な
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
事
な
と
こ
ろ
は
、「
⑻
賢
首
菩
薩
品
」
で
す
。
最
初
の
普
光
法
堂
会
の
締
め
く
く
り
に
あ
た
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

こ
で
は
「
信
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
す
。
賢
首
菩
薩
に
よ
っ
て
、「
信
に
始
ま
る
菩
薩
行
」
が
説
か
れ
る
の
で
す
。
仏
道
は

「
信
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
賢
首
菩
薩
が
説
く
の
で
す
。
こ
こ
は
有
名
な
場
所
で
、「
信
は
道
の
元も
と

」
と
言
っ
て
、
道
元
禅
師

（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
は
こ
れ
に
拠
ら
れ
て
お
り
ま
す
し
、
親
鸞
も
『
教
行
信
証
』
の
「
信
」
の
と
こ
ろ
で
延
々
と
引
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
文
殊
師
利
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
第
一
番
め
の
普
光
法
堂
会
の
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
菩
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薩
の
名
前
は
「
賢
首
」
と
い
う
名
前
な
の
で
す
。「
賢
い
首
（
始
め
）」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
賢
首
菩
薩
品
」
に
も
異
訳
単
経

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
と
か
ら
『
華
厳
経
』
に
加
わ
っ
て
き
て
、『
華
厳
経
』
の
大
事
な
と
こ
ろ
を
支
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
始
め
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
賢
首
菩
薩
品
」
の
中
心
の
課
題
は
賢
首
菩
薩
が
「
信
」
の
功く

徳ど
く

を
説
く
こ
と
で
す
。「
信
」
に
始
ま
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

菩
薩
の
道
が
説
か
れ
る
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
如
来
の
功
徳
ま
で
が
、
こ
の
「
信
」
の
中
に
説
か
れ
て
い
く
の
で
す
。「
信
」
は
始
ま

り
で
す
か
ら
、
ず
っ
と
学
ん
で
い
っ
て
経
典
の
最
後
で
仏
に
な
る
は
ず
な
の
に
、
最
後
の
問
題
が
最
初
の
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
の
で
す
。

最
初
の
と
こ
ろ
に
そ
こ
ま
で
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
点
も
『
華
厳
経
』
と
い
う
経
典
を
読
む
た
め
の
大
事
な
視
点
で
す
。
い
わ

ば
、
始
め
の
と
こ
ろ
に
最
後
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
順
番
に
や
っ
て
い
っ
て
、
最
後
に
結
論
が
説
か
れ
る
と
い
う
の
が
普
通
の

論
理
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
結
論
が
最
初
の
と
こ
ろ
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
第
一
番
め
の
普
光
法
堂
会
と
い
う
と
こ

ろ
の
特
徴
で
す
。

　

も
と
も
と
、
対
照
表
に
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、『
兜と
し
ゃ
き
ょ
う

沙
経
』
な
ど
の
異
訳
単
経
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
『
兜
沙
経
』
は
現

存
す
る
大
乗
経
典
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
す
か
ら
、
最
初
の
普
光
法
堂
会
で
、『
華
厳
経
』
の
骨
の
よ
う
な
、
根
幹
の
よ
う

な
も
の
が
説
か
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
「
賢
首
菩
薩
品
」
の
あ
と
、
世
尊
は
普
光
法
堂
会
か
ら
天
上
へ
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
天
上
世
界
の
各
会
座
に

は
文
殊
も
普
賢
も
一
切
出
て
こ
な
い
の
で
す
。

　

天
上
世
界
で
は
、
世
尊
が
最
初
に
忉
利
天
に
あ
る
帝
釈
天
の
宮
殿
へ
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
帝
釈
天
は
、
こ
の
世
に
如

来
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と
い
っ
て
非
常
に
喜
ぶ
の
で
す
。
帝
釈
天
は
、
ず
っ
と
仏
の
誕
生
を
待
ち
望
ん
で
き
た
天
の
神
様
な
の
で
す
。

「
仏
が
覚
り
を
開
い
た
ら
、
最
初
に
私
に
教
え
を
説
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
昔
か
ら
言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
で
世
尊
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は
帝
釈
天
宮
へ
行
っ
て
そ
こ
の
天
人
た
ち
、
菩
薩
た
ち
の
前
に
姿
を
現
わ
す
の
で
す
。
帝
釈
天
は
非
常
に
喜
ん
で
歌
っ
て
踊
り
ま
す
。

説
法
が
終
わ
る
と
、
世
尊
は
、
忉
利
天
宮
か
ら
夜
摩
天
宮
・
兜
率
天
宮
・
他
化
天
宮
へ
と
、
同
じ
よ
う
な
調
子
で
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
天
上
世
界
が
四
つ
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
文
殊
師
利
も
普
賢
菩
薩
も
一
切
登
場
し
な
い
の
で
す
。
漠
然

と
読
ん
で
お
り
ま
し
た
時
に
は
全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
気
を
つ
け
て
読
ん
で
み
る
と
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
こ
の
二
人
の

菩
薩
は
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
わ
け
で
す
。
私
は
理
屈
っ

ぽ
い
人
間
な
も
の
で
す
か
ら
、
何
か
を
見
つ
け
る
と
、
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
わ
か
る
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
と
い
う
感
じ
な
の
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
③
〜
⑥
の
天て
ん

上じ
ょ
う

四し

会え

に
は
文
殊
も
普
賢
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
、
⑦
と
⑧
は
再
度
普
光
法
堂
会
に
戻
っ
て
き
ま
す
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
で
先
ほ
ど
と
異
な
る
の
は
、
も
う
一
回
戻
っ

て
き
た
普
光
法
堂
会
は
全
部
、
普
賢
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
最
初
の
寂
滅
道
場
会
は
普
賢
菩
薩
が
開
く
の
で
す
が
、

そ
の
あ
と
の
第
一
番
め
の
普
光
法
堂
会
は
、
釈
尊
の
外
景
と
い
う
意
味
で
文
殊
師
利
が
開
き
、
そ
し
て
賢
首
菩
薩
に
よ
っ
て
締
め
く
く

り
が
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
普
賢
」
と
「
賢
首
」
を
関
係
づ
け
て
研
究
し
た
人
は
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私
は
ど
う
も
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。「
賢
」
は
覚
り
と
い
っ
た
意
味
で
す
か
ら
、「
賢
首
」
は
「
覚
り
の
始
め
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
普

賢
」
は
「
普あ
ま
ねき
覚
り
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
ま
す
と
、
最
初
の
と
こ
ろ
で
始
め
の
問
題
が
説
か
れ
、
そ

し
て
釈
迦
牟
尼
の
智
慧
が
天
上
世
界
に
お
い
て
説
か
れ
、
天
上
世
界
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
普
賢
菩
薩
が
ず
っ
と
説
法
を
す
る

と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
普
賢
菩
薩
┣
文
殊
師
利
┣
賢
首
菩
薩
┣
普
賢
菩
薩
と
い
う
次
第
は
何
か
重
要
な
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。『
華
厳
経
』
の
「
七
処
八
会
」
と
い
う
構
成
と
菩
薩
の
役
目
は
ど
う
も
有
機
的
な
繫
が
り
が
あ
る
の
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で
は
な
い
か
と
思
っ
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

天
上
世
界
で
菩
薩
た
ち
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
「
十じ
ゅ
う
じ
ゅ
う住
・
十じ
ゅ
う
ぎ
ょ
う行
・
十じ
ゅ
う
え
こ
う

回
向
・
十じ
ゅ

地う
じ

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
次
第
は
、

中
国
で
も
日
本
で
も
、
私
た
ち
が
菩
提
心
を
お
こ
し
た
な
ら
ば
「
十
住
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
」
と
い
う
順
番
で
菩
薩
道
が
進
ん
で

い
く
の
で
す
よ
と
い
う
具
合
に
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
こ
の
経
典
に
は
仏
弟
子
が
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
は
、
仏
弟
子
の
た
め
に
説
か
れ
た
教
え
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、「
十
住
・
十
行
・
十
回
向
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
経
文
を
よ
く
読
ん
で
み
ま
す
と
、
菩
提
樹
の
下も
と

か
ら
離
れ
な
い
で
天
上
へ
上
が
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
菩
提
樹
を
離
れ
な
い
で
天
上
世
界
へ
行
か
れ
た
と
い
う
の
は
、
ブ
ッ

ダ
釈
迦
牟
尼
の
正
覚
（
悟
り
）
を
支
え
て
い
る
そ
れ
ま
で
の
行
な
い
、
つ
ま
り
菩
薩
と
し
て
の
釈
迦
牟
尼
の
そ
れ
ま
で
の
行
な
い
を
説

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
「
因い
ん

位に

の
菩
薩
行
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

菩
薩
の
行
な
い
の
結
果
、
仏
が
誕
生
す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
か
つ
て
は
そ
れ
を
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
」（
本
生
譚
）
と
し
て
説
い
て
き

た
の
で
す
。
釈
迦
牟
尼
は
成
道
し
て
ブ
ッ
ダ
と
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
釈
迦
牟
尼
の
智
慧
と
功
徳
を
支
え
て
い
る
も
の
は
い
っ

た
い
何
か
。
結
果
は
必
ず
原
因
の
成
就
で
す
か
ら
、
仏
と
い
う
結
果
に
は
必
ず
原
因
が
あ
る
。
そ
の
原
因
を
無
量
の
布
施
行
を
積
ん
で

仏
に
な
ら
れ
た
の
で
す
と
い
う
、
仏
が
仏
に
な
る
た
め
の
物
語
が
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
。『
華
厳
経
』
の
釈
迦
牟
尼
の
足
も
と
と
い
い

ま
す
か
、
仏
以
前
の
歴
史
と
言
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
次
第
に
広
く
開
い
て
き
た
の
で
す
。
最
初
は
ジ
ャ
ー

タ
カ
物
語
、
そ
れ
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
大
乗
経
典
に
な
る
と
「
十
住
・
十
行
・
十
回
向
」
と
い
っ
て
だ
ん
だ
ん
広
く
深
く
開
か
れ

て
き
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
『
華
厳
経
』
で
は
、
菩
提
樹
か
ら
離
れ
な
い
で
天
上
世
界
へ
行
き
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
表
わ
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。



67　（織田）

普
賢
行
と
は
何
か

　

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
飛
躍
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
に
「
普
賢
行
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
を

考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
寂
滅
道
場
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
毘び

盧る

舎し
ゃ

那な

と
蓮れ
ん

華げ

蔵ぞ
う

世せ

界か
い

海か
い

と
い
う
の
は
時
間
も

空
間
も
超
え
た
智
慧
の
世
界
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
は
言
葉
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
を
開
く
の
が
寂
滅

道
場
会
に
お
け
る
普
賢
菩
薩
の
役
割
な
の
で
す
。
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
を
あ
え
て
言
葉
に
し
、
ど
こ
ま
で
説
い
て
も
説
き
尽
せ
な
い

と
い
う
か
た
ち
で
説
い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
次
に
、
最
初
の
普
光
法
堂
会
は
、
文
殊
師
利
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
賢
首
菩
薩
に
よ
っ

て
「
信
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
「
信
」
か
ら
「
十
住
」・「
十
行
」・「
十
回
向
」・「
十
地
」
と
続
き
、
最
後
に

再
び
普
賢
菩
薩
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
旧
訳
六
十
巻
『
華
厳
経
』
で
は
、
十
地
品
か
ら
普
賢
菩
薩
行
品
・
宝

王
如
来
性
起
品
ま
で
が
一
括
り
で
他
化
天
宮
会
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
訳
八
十
巻
『
華
厳
経
』
は
、
十
地
品
の
み
を
他
化
天
宮
会
と

し
、
そ
れ
以
降
は
改
め
て
第
二
（
重
会
）
普
光
明
殿
会
と
し
て
い
ま
す
。
新
訳
八
十
巻
に
よ
れ
ば
、
十
地
品
と
普
賢
行
・
性
起
品
と
は

切
り
離
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
す
が
、
旧
訳
六
十
巻
に
よ
れ
ば
、
普
賢
行
・
性
起
品
の
課
題
は
、
十
地
品
の

延
長
上
に
出
て
く
る
問
題
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

旧
訳
六
十
巻
の
深
化
し
た
も
の
が
新
訳
八
十
巻
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
ま
す
と
、
賢
首

菩
薩
か
ら
始
め
て
再
度
普
賢
菩
薩
が
登
場
す
る
ま
で
の
間
は
、
因
位
の
釈
迦
牟
尼
が
仏
と
な
る
た
め
の
歩
み
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
考
え
ま
す
と
、
問
題
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

少
し
細
か
い
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、「
十
住
・
十
行
・
十
回
向
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
こ
と
は
説
か
れ

て
い
な
い
の
で
す
。
菩
薩
の
歩
み
は
説
か
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、『
般
若
経
』
の
「
空
」
の
思
想
と
繫
が
る
も
の
は
出
て
こ
な
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
「
十
地
品
」
に
な
り
ま
す
と
、
急
に
般
若
波
羅
蜜
と
の
繫
が
り
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。『
般
若
経
』
で
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は
、
菩
薩
の
波
羅
蜜
は
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
六
波
羅
蜜
で
す
が
、「
十
地
品
」
で
は
、
こ
れ
に
方
便
・
願
・

力
・
智
が
加
わ
っ
て
十
波
羅
蜜
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
方
便
」
以
降
は
、
衆
生
済
度
の
利
他
の
課
題
に
関
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
こ
こ
に
大
乗
仏
教
思
想
史
上
の
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
の
直
接
の
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
省
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

賢
首
菩
薩
か
ら
普
賢
菩
薩
へ
い
た
る
天
上
の
教
説
は
、
普
賢
菩
薩
の
中
身
を
説
い
て
い
る
と
考
え
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
ま
す
と
、
最
初
の
寂
滅
道
場
会
の
「
普
賢
行
」
は
仏
の
覚
り
を
開
く
役
目
で
、
こ
れ
を
『
智
度
論
』

や
『
涅
槃
経
』
で
は
「
果か

の
中
に
因い
ん

を
説
く
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
概
念
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は
い
つ
も
一
つ
の
譬
え
に
よ
っ
て
話
し
て
い
ま
す
。「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

が
カ
エ
ル
に
な
っ
た
」
と
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
今
は
も
う
カ
エ
ル
で
す
ね
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な
っ
た
わ
け
だ
か
ら
。

な
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
も
う
ど
こ
に
も
い
な
い
の
で
す
ね
。
カ
エ
ル
が
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ん
で
い
る
カ
エ
ル
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
と
言
っ
た
ら
、
か
つ
て
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
カ
エ
ル
が
結
果
だ
か
ら
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
と
い
う
原
因
・「
因
」
か
ら
カ
エ
ル
に

な
る
た
め
の
歩
み
を
行
な
っ
て
き
て
今
カ
エ
ル
に
な
っ
た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
そ
の
時
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
は
、
カ
エ
ル
の
中
に
説
か
れ
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
を
仏
教
語
で
、「
果か

の
中
に
因い
ん

を
説
く
」
と
言
う
の
で
す
。

　

今
度
は
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な
る
ま
え
を
考
え
て
み
ま
す
。
こ
れ
は
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
カ
エ
ル
に
な
る
の
だ
か
ら
、
今
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
で
す
。
そ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
中
に
、
こ
れ
か
ら
な

る
で
あ
ろ
う
未
来
の
カ
エ
ル
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
カ
エ
ル
に
な
る
の
だ
ぞ
と
言
っ
て
見
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
「
因
の
中
に
果
を
説
く
」
と
言
い
ま
す
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
中
に
未
来
の
カ
エ
ル
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。
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こ
れ
は
龍
樹
（
一
五
〇
？
〜
二
五
〇
？
）
と
か
曇
鸞
大
師
（
四
七
六
？
〜
五
四
二
？
）
が
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。
仏
の
中
に
菩
薩
を
説
く

こ
と
が
「
果
の
中
に
因
を
説
く
」
こ
と
で
あ
り
、
凡ぼ
ん

夫ぶ

の
中
に
仏
・
菩
薩
を
説
く
こ
と
が
「
因
の
中
に
果
を
説
く
」
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
れ
を
『
華
厳
経
』
に
当
て
は
め
る
と
、
第
一
番
め
の
普
光
法
堂
会
に
始
ま
る
普
賢
行
と
い
う
の
は
、
そ
の
普
賢
行
に
よ
っ
て
菩
薩

と
し
て
の
釈
迦
牟
尼
が
仏
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
お
話
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
後
の
祇
園
精
舎
（
⑻
逝
多
園
林
会
）
で
は
急
に
話
が
変
わ
っ
て
、
善ぜ
ん

財ざ
い

童ど
う

子じ

と
い
う
一
人
の
青
年
が

出
て
く
る
の
で
す
。
善
財
童
子
は
、
文
殊
師
利
に
出
会
っ
て
煩
悩
ま
み
れ
の
自
分
を
反
省
し
、
菩
提
心
を
お
こ
し
て
歩
ん
で
い
く
と
い

う
菩
薩
の
こ
と
で
す
。
こ
の
菩
薩
は
煩
悩
ま
み
れ
の
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
我
々
凡
夫
と
同
じ
と
こ
ろ
で
開
か
れ

て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
善
財
童
子
の
歩
み
も
普
賢
行
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、「
入
法
界
品
」
の
善
財
童
子
の
普
賢
行

と
い
う
の
は
、
因
の
中
に
果
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

最
初
の
寂
滅
道
場
会
か
ら
始
ま
る
普
賢
菩
薩
行
と
い
う
の
は
、
果
の
中
に
因
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
と
カ
エ
ル
で
言
う
な
ら
、
カ
エ
ル
に
な
っ
た
段
階
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
説
い
て
い
る
の
は
、
最
初
の
普

賢
行
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
カ
エ
ル
に
な
る
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
説
い
て
い
る
の
は
最
後
の
普
賢
行
で
す
。

　

一
つ
の
こ
と
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、「
因
」
と
「
果
」
が
別
々
だ
っ
た
ら
「
因
」
は
「
果
」
に
な
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
だ
っ

た
ら
、
な
る
必
要
は
な
い
。
こ
う
い
う
実
体
的
で
は
な
い
関
係
の
中
で
何
と
か
そ
れ
を
開
こ
う
と
す
る
と
、
二
つ
の
視
点
が
必
要
に
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

親
鸞
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
と
『
華
厳
経
』
の
関
係

　

次
に
、
こ
れ
が
親
鸞
の
思
想
と
ど
ん
な
ふ
う
に
繫
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
重
要
な
点
を
振
り
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返
り
ま
す
。
普
賢
行
が
成
就
し
て
釈
迦
牟
尼
が
成
道
さ
れ
た
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
釈
尊
観
は
、『
無
量
寿
経
』
の
阿
弥
陀
仏
と
法
蔵
菩

薩
の
関
係
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。
法
蔵
菩
薩
が
四
十
八
の
誓
願
を
建
て
て
、
兆
載
永
劫
の
徳
行
を
完
成
し
て
阿
弥
陀
に
な
ら
れ
た
と
い

う
物
語
が
『
無
量
寿
経
』
で
す
。
で
す
か
ら
、『
華
厳
経
』
の
釈
迦
牟
尼
と
普
賢
行
の
関
係
は
、『
無
量
寿
経
』
で
言
う
と
、
阿
弥
陀
と

法
蔵
の
関
係
に
な
る
の
で
す
。
菩
薩
が
仏
に
「
な
る
」
の
で
は
な
く
「
な
っ
た
」
の
で
す
。「
な
っ
た
」
阿
弥
陀
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
で

す
か
と
い
う
の
が
法
蔵
菩
薩
の
行
で
す
。
そ
れ
が
『
華
厳
経
』
で
す
と
、
釈
迦
牟
尼
が
覚
り
を
開
か
れ
て
仏
に
な
ら
れ
ま
し
た
、
そ
の

仏
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
で
す
か
、
そ
れ
は
普
賢
行
の
完
成
で
す
よ
と
い
う
構
造
で
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、「
果
」
と

「
因
」
の
関
係
で
あ
る
『
華
厳
経
』
の
釈
迦
牟
尼
と
普
賢
行
の
関
係
は
、『
無
量
寿
経
』
の
阿
弥
陀
と
法
蔵
の
関
係
と
同
じ
だ
と
思
う
の

で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
親
鸞
が
著
わ
し
た
『
教
行
信
証
』
を
見
て
み
ま
す
。

　

最
初
の
「
教き
ょ
う
の
ま
き巻

」
に
お
い
て
、
本
願
念
仏
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
真
実
教
（
真
実
の
教
）
を
顕
す
に
つ
い
て
、「
何
を
も
っ
て
か
、

出
世
の
大
事
な
り
と
知
る
こ
と
を
得
る
と
な
ら
ば
」（『
真
宗
聖
典
』
一
五
二
頁
）
と
、
如
来
・
仏
が
世
に
出
現
せ
ら
れ
る
そ
の
「
大
事
」

（
大
き
な
目
的
）
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
を
た
て
ら
れ
て
、
そ
こ
に
『
無
量
寿
経
』
の
阿
難
と
世
尊

の
出
会
い
、「
五ご

徳と
く

現げ
ん

瑞ず
い

」
と
言
わ
れ
る
箇
所
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
だ
け
を
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　
「
五
徳
現
瑞
」
と
い
う
の
は
、『
無
量
寿
経
』
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
、
阿
難
が
耆ぎ

闍じ
ゃ

崛く
っ

山せ
ん

に
お
い
で
に
な
る
仏
に
出
会
っ
て
仏
の
五
つ

の
徳
を
た
た
え
る
と
い
う
場
面
の
こ
と
で
す
。
親
鸞
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
だ
け
を
真
実
の
教
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

五
つ
の
徳
と
い
う
の
は
、「
世
尊
、
世せ

雄お
う

、
世せ

眼げ
ん

、
世せ

英よ
う

、
天
尊
」
で
す
。
最
初
の
四
つ
は
「
世
」
と
い
う
文
字
が
つ
い
て
お
り
ま
し

て
、
最
後
だ
け
が
「
天
尊
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
天
尊
の
説
明
と
し
て
「
如
来
の
徳
を
行
じ
た
ま
え
り
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
部
分
の
み
を
取
り
あ
げ
て
、
こ
れ
が
真
実
教
、
つ
ま
り
、
仏
が
こ
の
世
に
出
興
せ
ら
れ
る
理
由
な
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
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す
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
は
古
い
翻
訳
で
は
、「
至し

真し
ん

等と
う
し
ょ
う
が
く

正
覚
光
明
威
神
」（『
平
等
覚
経
』）
と
か
「
三さ
ん

耶や

三さ
ん

仏ぶ
つ

光
明
威
神
」（『
大
阿
弥
陀
経
』）

と
あ
る
の
み
で
す
。「
三
耶
三
仏
」
と
い
う
の
は
「
正し
ょ
う
へ
ん
ち

遍
知
」（
遍あ
ま
ねく
正
し
く
知
る
）
と
い
う
こ
と
で
す
。「
等
正
覚
」「
正
遍
知
」
で
す
か

ら
、
大
き
く
い
え
ば
仏
の
正
覚
の
面
、
つ
ま
り
覚
り
の
面
を
あ
ら
わ
す
言
葉
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
先
ほ
ど
か
ら
申
し
あ
げ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、『
華
厳
経
』
で
は
、
釈
迦
牟
尼
が
覚
り
を
開
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
菩
薩
道
を
行
じ
て
き
て
今
そ
れ
が
成
就
し
た
の
で
あ
る

と
い
う
面
を
説
い
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
再
度
「
新
旧
両
訳
対
照
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
六
十
華
厳
」
の
最
初
は
「
⑴
世せ
け
ん
じ
ょ
う
げ
ん
ほ
ん

間
浄
眼
品
」
と
い
う
名
前
で
す
。「
世
間

浄
眼
」
と
は
、「
こ
の
世
の
中
に
清
（
浄
）
ら
か
な
眼ま
な
こが
誕
生
し
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
で
、
覚
り
を
開
か
れ
た
釈
迦
牟
尼
の
こ
と
で
す
。

「
八
十
華
厳
」
の
ほ
う
は
、「
⑴
世せ
し
ゅ
み
ょ
う
ご
ん
ほ
ん

主
妙
厳
品
」
と
言
っ
て
「
世
主
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
華
厳
経
』
の
最
初
は
、
仏
を

「
世
眼
」・「
世
主
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、「
六
十
華
厳
」
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
を
会
処
と
す
る
部
分
の
最
後
は
、「
32

宝ほ
う
お
う
に
ょ
ら
い
し
ょ
う
き
ぼ
ん

王
如
来
性
起
品
」
と
あ
り
、「
八
十
華
厳
」
で
は
も
っ
と
端
的
に
「
37
如
来
出
現
品
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
如
来
が
お
生
ま

れ
に
な
り
ま
す
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、『
華
厳
経
』
は
、「
平
等
覚
」「
三
耶
三
仏
」
と
い
う
「
覚か
く
し
ゃ者

と
し
て
の
世
尊
」
か
ら
始
め
て
、
そ
の
末
に
は
菩
薩
道
を
成
就

し
た
「
如
来
と
し
て
の
世
尊
の
誕
生
」
と
い
う
文
脈
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
ま
す
と
、『
華
厳
経
』
の
中
心
の

思
想
は
、『
無
量
寿
経
』
の
「
五
徳
現
瑞
」
段
と
ど
う
も
響
き
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
の
で
す
。

　

如
来
の
出
世
の
大
事
と
は
、
そ
も
そ
も
『
華
厳
経
』
の
課
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
釈
尊
が
菩
提
樹
の
下
で
今
覚
り
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
覚
り
を
開
い
た
釈
尊
は
ど
う
い
う
方
で
す
か
と
い
う
こ
と
を
説
く
の
が
『
華
厳
経
』
の
そ
も
そ
も
の
課
題
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
申

し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
一
つ
の
大
き
な
構
成
の
も
と
に
、「
世
主
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、「
六
十
華
厳
」
で
す
と
「
世
間
浄
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眼
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
仏
が
、『
華
厳
経
』
の
流
れ
を
た
ど
っ
て
く
る
と
最
後
は
「
如
来
性
起
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
る

の
で
す
。

　

そ
し
て
改
め
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、『
華
厳
経
』
に
は
仏
弟
子
が
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
す
。『
華
厳
経
』
は
、
釈
尊
が
覚
り
を

開
い
た
そ
の
ま
ま
の
場
所
で
、
菩
薩
た
ち
が
教
え
を
説
い
て
い
る
と
い
う
経
典
で
す
か
ら
、
教
え
を
聞
い
て
い
る
仏
弟
子
は
お
ら
れ
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、『
華
厳
経
』
は
仏
が
仏
に
な
る
道
と
い
う
も
の
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
は
た
し
て
凡
夫
の
課
題
を
説

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
凡
夫
の
問
題
は
ど
こ
に
出
て
く
る
の
か
と
考
え
て
み
る
と
、
全
て
、
仏
・

菩
薩
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
す
。
唯
一
の
例
外
は
、「
入
法
界
品
」
の
善
財
童
子
が
過
去
を
振

り
返
る
そ
の
場
面
の
み
で
す
。
衆
生
を
救
済
す
る
菩
薩
の
話
は
永
々
と
出
て
き
ま
す
が
、
救
済
さ
れ
る
ほ
う
の
凡
夫
を
積
極
的
に
説
く

よ
う
な
場
面
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
の
で
す
。

　
『
華
厳
経
』
と
い
う
の
は
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
仏
の
成
道
の
真
っ
只
中
の
教
え
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
仏
弟
子
は
出
て
こ
ず
、

教
え
を
説
く
の
は
文
殊
と
普
賢
と
い
う
二
人
の
菩
薩
で
し
た
。
つ
ま
り
『
華
厳
経
』
の
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
仏
弟
子
の
い
な
い
成
道
直
下

の
内
的
釈
迦
如
来
と
言
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
的
釈
迦
如
来
に
、
仏
弟
子
は
い
っ
た
い
い
つ
ど
こ
で
出
会
っ
た
の
か
と
言

う
と
、
そ
れ
が
『
無
量
寿
経
』
の
阿
難
が
「
天て
ん
そ
ん
ぎ
ょ
う
に
ょ
ら
い
と
く

尊
行
如
来
徳
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
『
華
厳
経
』
は
凡
夫
を
相
手
に
は
説
か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
阿
難
と
世
尊
の
出
会
い
が
説
か
れ
た
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
『
華
厳

経
』
の
世
界
が
凡
夫
に
開
か
れ
た
の
だ
と
親
鸞
は
お
考
え
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
「
五
徳
現
瑞
」
の
と
こ
ろ
だ

け
を
あ
げ
て
、
そ
こ
に
如
来
の
出
世
の
意
味
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
『
無
量
寿

経
』
に
限
定
し
た
問
題
で
は
な
く
て
、
大
乗
仏
教
の
全
体
系
の
中
で
そ
う
い
う
こ
と
を
読
み
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

今
日
私
が
皆
さ
ん
に
お
話
し
た
か
っ
た
筋
道
で
す
。
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今
日
お
話
し
た
よ
う
な
こ
と
は
、
私
が
あ
く
ま
で
自
分
で
勝
手
に
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
私
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と

一
緒
に
探
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
『
華
厳
経
』
と
い
う
大
変
難
し
い
経
典
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
考
え
て
ま
い
り
ま
し
て
、
今
こ
ん
な
こ
と
に
思
い
い
た
っ
た
の
だ
け
れ

ど
も
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
と
い
う
程
度
の
話
で
す
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
親
鸞
の
お
言
葉
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

久く
お
ん
じ
つ
じ
ょ
う
あ
み
だ

遠
実
成
阿
弥
陀
仏ぶ
つ　

五ご
じ
ょ
く濁

の
凡ぼ
ん

愚ぐ

を
あ
わ
れ
み
て　

釈
迦
牟
尼
仏
と
し
め
し
て
ぞ　

迦が

耶や

城じ
ょ
うに

は
応お
う
げ
ん現

す
る

 

（「
諸
経
和
讃
」『
真
宗
聖
典
』
四
八
六
頁
）

「
迦
耶
城
に
は
応
現
す
る
」
と
い
う
の
は
「
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
に
姿
を
現
わ
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、『
華
厳
経
』
の
世
界

で
す
。「
久
遠
実
成
」
と
い
う
の
は
『
法
華
経
』
の
「
如
来
寿
量
品
」
に
出
て
き
ま
す
。
人
々
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
、
あ
る
時
生
ま
れ
て
、

八
十
年
で
入
滅
す
る
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
久
遠
実
成
、
ず
っ
と
昔
か
ら
仏
な
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
説
か
れ
る
場
面
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
『
法
華
経
』
で
は
釈
尊
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
場
面
の
言
葉
な
の
で
す
。
し
か
し
親
鸞
は
、

そ
れ
は
阿
弥
陀
の
こ
と
な
の
だ
と
言
っ
て
、「
久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
」
と
歌
っ
て
い
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
が
「
五
濁
の
凡
愚
を
あ
わ
れ

み
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
と
し
め
し
て
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
の
で
す
。
仏
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
に
お
生
ま

れ
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
の
は
『
華
厳
経
』
の
世
界
で
す
。
で
す
か
ら
、『
法
華
経
』
と
『
華
厳
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
と
が
一
つ
に
な

っ
て
、
こ
の
「
和
讃
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
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そ
れ
か
ら
、
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
を
も
う
一
つ
。

釈
迦
如
来
の
、
御ご

善ぜ
ん

知じ

識し
き

者し
ゃ

、
一い
ち
ひ
ゃ
く
い
ち
じ
ゅ
う
に
ん

百
一
十
人
な
り
。『
華
厳
経
』
に
み
え
た
り
。

 

（「
末
燈
鈔
」『
真
宗
聖
典
』
六
〇
一
頁
）

こ
う
い
う
お
言
葉
が
『
末
燈
鈔
』
と
い
う
書
物
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
一
百
一
十
人
」
と
い
う
の
は
、『
華
厳
経
』
の
「
入
法
界
品
」
に

善
財
童
子
と
い
う
一
人
の
青
年
が
文
殊
師
利
に
出
会
っ
て
、
そ
し
て
ず
っ
と
求
道
の
旅
を
重
ね
て
、
最
後
に
普
賢
菩
薩
に
出
会
う
と
い

う
長
い
物
語
が
あ
り
ま
す
。
最
後
に
普
賢
菩
薩
に
出
会
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
旅
は
終
わ
ら
な
い
の
で
す
。
普
賢
菩
薩
に
出
会
っ
て
、

共
に
ず
っ
と
歩
ん
で
い
き
ま
し
た
と
い
う
ふ
う
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
善
財
童
子
は
、
文
殊
師
利
か
ら
普
賢
菩
薩
に
出
会
う
ま

で
の
間
に
五
十
三
人
の
菩
薩
た
ち
に
会
っ
て
い
る
の
で
す
。
五
十
三
＋
二
＝
五
十
五
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人
の
善
知
識
（
菩
薩
）

が
二
つ
の
こ
と
を
教
え
る
の
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、
善
財
童
子
が
「
先
生
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
質
問

さ
れ
る
と
、「
そ
れ
は
ね
」
と
言
っ
て
答
え
る
の
が
一
つ
。
そ
れ
か
ら
「
私
の
知
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
こ
の
次
は
○
○

に
聞
き
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
の
で
す
。
こ
れ
が
二
つ
め
。
だ
か
ら
五
十
五
×
二
＝
一
一
〇
に
な
る
の
で
す
。「
一
百
一
十

人
」
と
い
う
の
は
、
善
財
童
子
が
教
え
て
も
ら
っ
た
先
生
（
善
知
識
）
の
数
な
の
で
す
。
従
っ
て
親
鸞
の
先
ほ
ど
の
言
葉
は
、「
入
法
界

品
」
の
善
財
童
子
の
物
語
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
上
で
、「
釈
迦
如
来
の
、
御
善
知
識
者
」
と
言
う
の
で
す
か
ら
、
善
財
童
子
は
か
つ
て
の
釈
迦
牟
尼
な
の
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
釈
迦
牟
尼
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
で
覚
り
を
開
い
て
こ
の
世
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
釈
迦
牟
尼
と
は
、「
入
法
界
品
」

の
善
財
童
子
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
「
一
百
一
十
人
」
の
先
生
方
を
尋
ね
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
が
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
て
お
り
ま
す
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。「
釈
迦
如
来
の
、
御
善
知
識
」
と
は
、
釈
迦
牟
尼
が
普
賢
行
を
実
践
し
て
釈
迦
牟
尼
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で

す
が
、『
華
厳
経
』
で
言
え
ば
、
善
財
童
子
は
初
め
凡
夫
と
し
て
説
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
凡
夫
の
行
な
い
も
普
賢
行
に
お
い
て
成
り
立
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っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
因
の
中
に
果
を
説
く
」
普
賢
行
と
「
果
の
中
に
因
を
説
く
」
普
賢
行
が
同
時
に
説
か
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
が
『
華
厳
経
』
と
い
う

経
典
の
本
質
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
と
祇
園
精
舎
と
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
ほ
う
は
仏
・
如
来
を
開
く
、
祇
園
精
舎
の
ほ
う
は
凡
夫
を
開
く
、
こ
ん
な
ふ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
今
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
入
法
界
品
」
の
善
財
童
子
の
歩
み
は
釈
迦
如
来
の
歩
み
な
の
だ
と
親
鸞
が
言
う
こ
と
は
、
私
に
は
全
く
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
か
と
思
い
な
が
ら
『
華
厳
経
』
を
読
ん
で
ま
い
り
ま
し
て
、
最
近
よ
う
や
く
、
こ
う

い
う
こ
と
か
な
と
、
少
し
筋
道
が
通
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
を
一
時
間
ほ
ど
で
申
し
あ
げ
た
も
の
で
す
か
ら
、
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
講
演
時

間
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
以
上
で
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

 

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
ジ
ャ
ー
タ
カ
、
五
徳
現
瑞
、
因
中
説
果
・
果
中
説
因


